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○はじめに 

海上保安庁では、水深 200m よりも浅い

水域における水路測量の際に、測得した水

深及び高さ等に対する潮高改正量を求める

ために、潮汐の観測（以下験潮という）を

行っている。測量水域に常設験潮所がある

場合はその観測データを使用するが、そう

でない場合には測量水域に験潮器を設置し、

測量期間中継続して験潮を行っている。今

回、運搬・設置・回収が容易である In-Situ

社製水位計 Level-TROLL500 を用いて験

潮を行う方法について検討を行った。その

結果について報告する。 

 

○使用機器 

水位計 Level-TROLL500 はシリコンひ

ずみゲージによって圧力の測定を行い、同

時にシリコン製のセンサーによって温度の

測定を行う装置である。重量は 0。197kg

と軽く、内部に電源と記録装置を備えてい

る。通気管が不要な大気圧非補正型のユニ

ットは完全密封構造であるため、自己浮上

式の装置に備え付け海底に設置することが

容易である。 

 

○研究手法 

1. 機器の縮率の評価のため、常設験潮所に

おいて Level-TROLL500 による 24 時

間の水位観測を行い、結果を験潮所の観

測潮位と比較した。 

2. 長期間の観測における機器の安定性の

評価のため、Level-TROLL500 を大気

中に設置し約 1 ヶ月間観測を行った。 

3. 長期間の観測における機器の精度の評

価のため、海上保安庁で従来から使用し

ている水位計 AANDERAA 社製水位計

WLR7とLevel-TROLL500による潮位

の同時観測を約 1 ヶ月間行い、その結

果を比較した。 

上記 1-3 のいずれの観測においてもデー

タの取得は 10 分毎に行っている。 

 

○結果 

常設験潮所における 24 時間の観測の結

果、Level-TROLL500 の縮率は 0。993 と

いう結果を得た。縮率を 1 と置いた場合で

も、24 時間の観測における験潮所の観測潮

位と Level-TROLL500 の観測潮位の差は

95%信頼度で 3cm 程度であった。 

大気中における約 1 ヶ月間の観測結果か

ら、Level-TROLL500 には時間とともに測

定値がドリフトし、圧力センサーの温度に

よって測定値が増減してしまう問題がある

ことがわかった。時間及び温度が測定値に

与える影響は、どちらも時間あるいは温度

の変化に対して線形で線形であると仮定し

補正を行うと、測定値は約 1 ヶ月間の観測

において95%信頼度で2cm程度の範囲で安

定していた。 

水位計 WLR7 と同時観測を行った

Level-TROLL500 の測定値に対して、安定

性評価で求めた時間と温度の補正値を用い

て補正を行った結果、約 1 ヶ月間の潮位観

測における WLR7 と Level-TROLL の観測

値の差は 95%信頼度で 10cm 未満であった。 


